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マルちゃんは、​

の​びのびと​溶け出すような​カタチが​すき。​

思​うままに​広がって、​毎日、​世界と​出会っていたい。​
毎日、が​むしゃらに​広がってきた。​

でも、​ときどき​思う​

「わたしって​何者なのか」って。

自分らしく​ありたい。

でも、は​み出しすぎると、​

わたしの​カタチが​わから​なくなってしまう。

自分らしい​
ステキな

​ ​‘は​たらく ’が
あるはず！



あの​真っ直ぐな​カタチ・・・​

わたしにはない​「輪郭」が​ある。​

かっこいいし、​わかりやすい。​

ああなれたらな​—って​

思う​ことがある。​

しあわせに​ ‘は​たらく ​’って​どんな​こと？​

マルなのか、​シカクなのか・・・​

自分らしく ​‘は​たらく ​’って、​なんだろう？​

シカクくんに​聞いてみた。​

でも、​説明しやすくて、​わかりやすいシカクくんが​

羨ましくなるばかり。

仕事仲間の​シ
カ
ク
く
ん



でも、ある​とき、   ​ふたりは​気が​ついた。

この​仕事に​
カタチは​必要？​ そう​いえば

​必要なかった​

そして​ふたりは​もう​一度、​目の前の​ことを​確認すると​
目的に​向かい、​いっしょに、​がむしゃらに、​はたらいた。

そしたら、​ただ、​しあわせだった。
​マルでも​シカクでも なんでも​よかった。​

ぼくたちは、​仕事仲間だから。
わたした​ちは た​だ、​はた​らいている。



なんて​自由な​カタチ・・​・

ちょっと​素敵だなって​思う。​

でも、​ぼくには​無理だ。

だって、​

カッコが​つかないよ

アレじゃ。​

仕事仲間の​マルちゃん​

でも、​マルちゃんの​話は​分かりづらくて​

どう​したら​いいのか、​混乱するばかり。​

しあわせに​ ‘は​たらく​’って​どんなだろう？​

シカクでも、​マルでもない・・・​

マルちゃんに​聞いてみた。​

自分らしく​‘は​たらく​’って、​なんだろう？​



シカクくんは、​

きちんと固​まっているカ​タチが好​き。

毎日、​確実に、​見える​ことを​積み上げていきたい。

自分に​しかできない
カッコいい
‘は​たらく​’を
つくるんだ！​

毎日、が​むしゃらに​積み上げてきた。​

でも、​ときどき​思う​

「これは​本当に​自分に​しかできないのか」って。​

役割の​なかに​いると​安心する。​

だけど、そこに​ずっと​いたら、分からなくなってきてしまった。

ぼくらしさはなんだったのか。


